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青少年教育指導者等の養成・研修事業 

「自然体験活動指導者（ＮＥＡＬリーダー）養成事業」 

１．趣旨 

ボランティア養成セミナーの受講者向けスキルアップ講習として、楽しく安全な活動を指導する

ための自然体験活動指導者（ＮＥＡＬリーダー）を養成する。 

２．事業の概要 

（１）期日   

令和７年６月２８日（土）～６月２９日（日）【１泊２日】 

（２）参加者 

①参加対象 高校生以上 

  ②参加人数 ２１名 

  ③参加者の内訳 高校生７名、大学生４名、社会人１０名 

 

３．企画運営のポイント 

（１）参加者の確保を図るため、ボランティア活動や自然体験活動への活動意欲に溢れているボ 

ランティア養成セミナー直後に開催した。 

（２）ボランティア養成セミナーからのスキルアップという位置づけで、指導者として必要な知 

識や技能を座学だけではなく、実践を通して学べるようにプログラムデザインとした。 

（３）主体的な学びの場を提供するために、講義・演習において参加者同士の交流を深める仕掛 

けや、相互学習する時間を意図的に設けた。 

 

４．日程 

 午 前 午 後 夜 

６月２８日 

（土） 

開講式 

説明「NEAL制度ガイダ 

ンス」 

講師：当施設職員 

   中谷 仁 

演習①「アイスブレイク」 

講師：当施設職員 

   中谷 仁 

講義①「対象者理解」 

講師：大東文化大学 

教授 中村 正雄 氏 

講義②「自然体験活動の

指導」 

講師：大東文化大学 

教授 中村 正雄 氏 

講義③「自然体験活動の

技術」 

講師：当施設職員 

   中谷 仁 

演習②「野外炊事」 

講師：当施設職員 

中谷 仁 

 

６月２９日 

（日） 

演習③「赤城山自然散策」

講師：当施設職員 

   山田 尭輝 

 

説明「NEAL制度ガイダ

ンス」 

講師：当施設職員 

中谷 仁 

認定試験 

閉会行事 
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５．主な活動内容 

  

 

   

  

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．成果と課題 

（１）参加者アンケート結果  

   満足２０名（９５％）、やや満足１名（５％） 

（２）参加者の声 

  〇指導する立場になった際に、目的（ねらい）に沿えるようアクティビティを選択したい。

〇２日間を通して、自然体験活動の知識・スキルを深め、実践的な力がついた。 

〇自然の良さを伝えることの大切さと難しさが理解できた。 

〇技能と知識がどちらも身に付く内容であった。 

〇赤城山特有の植物を見て学び、改めて自然の中で活動する楽しさを実感できた。 

（３）成果 

○知識習得のための講義と技能習得のための実習を効果的に組み合わせたことにより、参

加者から高い満足度を得ることができた。 

〇赤城山散策を取り入れたことで、標高が高い土地特有の植生や自然の壮大さを肌で感じ

る機会を設けることができた。また、楽しい活動の中にも指導者としての視点での新たな

発見や気づきを得ることができる機会となった。 

（４）課題 

〇今後、より多くの指導者を養成するためには、ＮＥＡＬリーダー養成事業は単独で２泊３

日の日程にて実施する等の検討が必要であると考える。 

 

担当：中谷 仁 

演習①「アイスブレイク」 講義①「対象者理解」 講義②「自然体験活動の指導」 

演習②「野外炊事」 演習③「赤城山散策」 演習③「赤城山散策」 


